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<Eo- hla†a+h2言†言+h3言a+h4言†a†+ ko' (3.13)






























求めた6,8)｡ これは, レー ザー基礎方程式を系統的に導出するのにも,応用された18)｡その際
A1-A7がスピン系に拡張され用いられた17)0



































Gkl(i,S)Py-- i<11十 [ak(i)Pal(S)リ]lo>, (3･22~)
で与えられる4)｡ただし,Heisenberg演算子に対する熱的2重項を, (2.10)と同様に定



























































































式 (4012)のTを, D, K, nで表わすと,
IIPy-D∂iW +iEPy

















･ - ( oz三 , 二 三三 )




で導入すると,未知関数 ∂D-D-Do, K, nに対する式

















































































































































お茶の水女子大 橋 爪 夏 樹
§1｡緒 論
ランジュヴァン方程式は平均の過程を定める減衰方程式に揺動力項を加えて作られるのが普
通である｡そして揺動力は白色スペクトルをもっガウス過程であると仮定することが多い1)0
Onsagerはこの仮定をもう少し物理的な原理で置き換えようと試みた2)｡しかしこれら嘩何れ
も現象論的アプローチであり,また揺動力のスペクトルが白色でない場合 3)-のOnsager流の
物理的解釈法の拡張も行われていない｡
状態変化の経路の確率という概念が第 1原理から入っているのは量子力学である4)｡古典力
学の場合は統計集団として確率概念を導入す るの外はない｡ランジュヴァン方程式を量子力学
のハイゼンベルグ運動方程式を変形して導出する試みは森哩論以来多数行われている5)｡しか
しこれらは揺動力に対する形式的な表現 を与えるのみで,確率過程としての確率分布 を直接与
えるものではない｡量子力学に本来そなわっている経路の確率を変形 して,揺動力の経路確率
を導出しようという試みを報告したい6)0
§2.Onsagerの考え
Einsteinによーれば,熱平衡状態での熱力学変数α-(αェ,α2,-)の熱揺動分布を表わす
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